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 マグニチュード（Ｍ）９・０の東日本大震災で

高さ１４メートル以上とされる大津波が直撃し

た東京電力福島第１原発。浸水で非常用発電

機のほとんどが壊れ、原子炉の冷却機能を失

った。新潟県中越沖地震など国内の原発が

次々と地震に見舞われ、国や東電は地震の

揺れへの対策は急いだが、専門家の警告にも

かかわらず、津波への危機意識は薄かった。 

 ▽大津波 

 「８６９年の貞観の地震は、津波に関しては

非常にでかいものが来ている。全く触れられて

いないのは納得できない」。２００９年６月、経

済産業省で開かれた審議会の席上、独立行

政法人産業技術総合研究所（茨城県つくば

市）の岡村行信活断層・地震研究センター長

は、東電の報告に厳しい言葉で異議を唱え

た。 

 ０６年に改定された国の原発耐震指針に
沿って東電は０８～０９年、福島第１原発
の再評価結果を国に提出。海と陸のプレー
ト間で起きるＭ７・９の地震などを想定し
たが、近年の研究でＭ８以上とされた貞観
地震については、特別な考慮をしなかった。
従来、最大５・７メートルと見積もってき
た津波の再評価は先送りされた。 

岡村さんの追及に対し、東電は学会で提案さ

れている震源モデルを基にして、原発への影

響は「想定の範囲内」と主張。「貞観地震につ

いては、まだ情報を収集する必要がある」とし

て事実上、評価を棚上げした。 

 ▽証拠 

 貞観津波を研究する産総研の宍倉正展海溝型地震履歴研究チーム長（古地震学）によると、

宮城県から福島県の太平洋岸には、過去に津波が繰り返した証拠となる、複数の砂の層が地中

で見つかっている。津波は４世紀ごろと室町時代にも起き、５００年程度の間隔で起きた可能性

が高いという。 

撮影場所撮影場所撮影場所撮影場所    宮城県、福島県 
サブジャンルサブジャンルサブジャンルサブジャンル    [[[[東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災]]]]    

津波に襲われた直後の東京電力福島第１原発。沖に戻

る白い波が見える＝１１日午後４時５７分ごろ（国交省東

北地方整備局撮影） 

  
宮城県石巻市蛇田地区の地層で確認された、貞観地震

による津波の跡を示す砂の層（矢印）＝２００７年４月（宍

倉正展氏提供） 



 年代測定で貞観津波の痕跡と特定できたの

は宮城県石巻市から福島県浪江町までだが、

砂層は茨城県日立市近辺まで広がっていた。

宍倉さんは「原発の防災上、少なくとも高さ１０メ

ートル程度の津波を想定しておくべきだったの

ではないか」と指摘する。 

 岡村さんも「石巻―浪江は確実な部分だけで、

ほかにもグレーの部分はある。砂の侵入は内

陸３～４キロだが、津波自体はもっと奥まで進ん

だだろう」と指摘。厳密な証拠を求める科学研究

と、想定外にも備える必要のある原発の防災対

策を混同するべきではないと指摘する。 

 ▽過小評価 

 原発の耐震安全性審査をめぐっては、これま

でも同様のことが指摘されてきた。 

 地下の活断層がつくる地表の〝たわみ〟
の存在が中国電力島根原発（島根県）、日本
原子力発電敦賀原発（福井県）などで指摘さ
れてきた。いずれも研究者の間では広く知ら
れているが、科学的な異論が残ることなどを
理由に原発防災には活用されていない。原発
と活断層の問題に詳しい名古屋大の鈴木康
弘教授（変動地形学）は「最新の知見を原発
の防災に生かせるよう、国の安全審査は、広
く第三者の意見を取り入れるなどの抜本的
改革が必要だ」としている。 

１８日に撮影された福島第１原発の衛星写真。右から１

号機、２号機、３号機、４号機（Google提供・ロイター） 

煙を上げる東京電力福島第１原発３号機。左手前が２号

機、右奥が４号機＝２１日午後（東京電力提供） 

福島県の東京電力福島第１原発１、２号機のセキュリテ

ィーゲート入り口の内側から見える外部。ゲートの壁は

壊れ、骨組みだけになっている＝２３日（撮影、提供は経

産省原子力安全・保安院） 


